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る.〈110)成長では先端は (110〉方向に成長し,側枝は主幹に対 して 45度方向の (100〉方向
となり,(111)成長では先端が (111)方向に成長する.これらの成長形態におけるdCと先端
速度Vの関係は,一本の主幹に着 目してChanetal.(1976)が報告 している.概略図をFig.1















｢統計数理｣第37巻 第 1号 (1989) ｢研究詳解｣より転載｡















2. 実 験 装 置
実験装置をFig.3に示す.一本の主幹の成長形態だけに着目せずマクロな形態を調べるた
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化.成長速度 Vはほは一定 . .､ ､
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